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国 会に１０００人

３年ぶりに対面開催

大 韓 を

「
ラ
イ
ジ
ン
グ
・
ス
タ
ー
」

と
い
う
名

に
は
晴
れ
て
社

会
に

立
つ
「
新

」
た
ち

に
対
す
る
文
教
局
と
し
て
の

期
待
と
激
励
の
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。
同
胞
学
生
た

ち
の
出
会
い
と
連

、
そ
し

て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に

つ
い
て
語
る
場
を

げ
よ
う

と

集
の

か
ら
留
学

生
、

国
修
学
生
も
対
象
に

加
え
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
パ

ー
ア
ッ
プ
を

っ
た
。
徐

順
子
文
教
局
長
は
「

く
、

く
、

ん
な
を
受
け

れ

る
学
生
会
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
そ
の
意

を
語
っ

た
。

学
生
会
本
部
を
置
く
大

阪
、愛
知
は
も
と
よ
り
宮
城
、

田
、
郡

、

、
京
都
、

福
岡
、
大
分
、

島
な
ど

全
国
か
ら
６０
人
余
り
が
参

加
。
コ
ロ
ナ
禍
と
し
て
は
か

つ
て
な
い

と
な
っ
た
。

開
会
式
で
民
団
中
央
本
部

の
鄭

周
副
団
長
は
、
同
胞

学
生
が
一
堂
に
会
す
る
こ
と

の
重
要
性
を
強
調
し
た
。
学

生
会
の

会
長
も
「
た
く
さ

ん

間
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
呼
び
か
け
た
。

初
日
は
在
日
韓
人
歴
史
資

料
館
の
李
成
市
館
長
（

田
大
学
文
学
学
術
院
教
授
）

が
「
世

史
の
中
の
韓
国
史

・
韓
国
文
化
」
と
題
し
て
講

演
。
２
日
目
は
「
在
日
史
」

に
つ
い
て
勉
強
し
、
午
後
は

野
外
運
動
会
で

を
流
し

た
。

終
日
は
韓
行

（
ウ

ィ
ズ
・
コ
ミ

ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
代
表
取

役
）
に
よ
る
就

活
セ
ミ
ナ
ー
に

ん
だ
。

参
加
者
は
６

成
で
３

日
間
共
に
し
、
自
由
時
間
に

は

時
近
く
に
な
る
ま
で
自

ら
の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
語
り

合
っ
た
。
特
に
、
在
日
と
は

文
化
的

を

に
す
る
韓

国
人
留
学
生
の

在
が

激

に
な
っ
た
よ
う
だ
。
参
加
者

か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
見
て

た
。州

の
参
加
者
は
「

ん

な
で
ル
ー
ツ
に
対
す
る
意
見

を
交

で
き
て
楽
し
か
っ

た
。
ま
た
、
韓
国
人
留
学
生

の

え
方
を
知
る
こ
と
が
で

き
て

野
が

が
っ
た
」
と

記
し
た
。
一
方
、
留
学
生
も

「
在
日
」
と
の
交
流
は
い
い

経
験
に
な
っ
た
と
次
の
よ
う

に
回

し
た
。「

在
日

っ

て
な
ん
か

し
く
思
っ
て
ま

し
た
。
実
際
会
っ
て
話
す
こ

と
で
、

い
の
理
解
を

め

ら
れ
た
」

ま
た
、
学
生
会
の
イ
ベ
ン

ト
は
２
回
目
と
い
う
参
加
者

は
「
在
日
も
留
学
生
も

良

く
で
き
て
、
一
体
感
を
感
じ

た
」
と
い
う
。
別
の
学
生
は

「
同
胞
の
大
切
さ
や

心
地

の
良
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
喜
ん
で
い
た
。

講
義
内

も
好

だ
っ

た
。李
成
市
館
長
か
ら
は「
大

学
で
は
学
べ
な
い
内

を
知

る
こ
と
が
で
き
た
」と
い
う
。

特
に
就
活
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い

て
は
「
す
ご
く
た
め
に
な
り

ま
し
た
」
「
今
と
昔
で
は

う
け
れ
ど
し
っ
か
り
と
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
も
っ
て

行
動
し
た
い
」
と
い
う
声
も

あ
っ
た
。

で

を
流
す
セ
ミ
ナ
ー
参
加
の

今
年
は
韓
国
人

住
１
２

０
周
年
。
韓
国
人
の
海
外

住
の

初
の
出
発
地
だ
っ
た

川
市
と
在
外
同
胞
財
団
が

共
同
主

し
た
。

開
会
式
に
は
朴

外
交
部

長
官
、
尹
在

外
交
統
一
委

員
長
、
在
外
同
胞
財
団
の
金

理
事
長
や
、

正
福

川
市
長
ら
５１
人
の
国
内
主
要

人

が
激
励
に
駆
け
つ
け

た
。

各
国
の
韓
人
会
長
と
役
員

ら
６４
カ
国
３
３
３
人
（
オ
フ

ラ
イ
ン
２
６
０
人
、
オ
ン
ラ

イ
ン
７３
人
）
が
参
加
し
た
。

日
本
か
ら
は
呂
健
二
中
央
本

部
団
長
を
は
じ
め
と
す
る
民

団
か
ら
１６
人
の
ほ
か
、
韓
人

会
か
ら
６
人
が
現
地

り
し

た
。「

世

に
行
っ
た
大
韓
国

人
、
帰
っ
て
く
る
」
と
の
ス

ロ
ー

ン
の
下
、
「
７
３
２

在
外
同
胞
と
共
に
す
る

晴
ら
し
い
公
共
外
交
」
を
共

同
テ
ー
マ
に
、
１０
地
域
別
の

意
見
開

と
成
功
事

発
表

の
ほ
か
、
法

部
と
中
央
選

理
委
員
会
な
ど
、
政
府

関
と
の
対
話
が
行
わ
れ

た
。
ま
た
、
会
場
に
は
関
連

関
の

館
が
設
置
さ
れ

た
。金

理
事
長
は
開
会
式
で

「
３
０
０
人
近
く
が
一
堂
に

会
し
て
の
開
催
は
３
年
ぶ

り
。
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
各
国

の
同
胞
も
大

労
さ
れ
た

と
思
う
」
と
労
い
な
が
ら
、

「

以
来
、
わ
が
民
族

有
の
精
神
で
あ
る

弘

人

間

の
精
神
を
生
か
し
、

な
さ
ん
が

住
国
で

さ

れ
る
韓
国
人
に
な
り
、

国
、

大
韓
民
国
に
も
役
立
つ

美

し
い
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
リ
ア

ン

に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

呼
び
か
け
た
。

川
市
長
は
「
１
２
０

年
の
在
外
同
胞
の
歴
史
が
あ

る

川
に
在
外
同
胞

を

し
よ
う
と
思
う
」
と
強
調

し
た
。

尹
外
交
統
一
委
員
長
は
、

「

な
さ
ん
の

さ
な
ス
ト

ー
リ
ー
の
一
つ
ひ
と
つ
が
集

ま
っ
て
、
今
日
の
大
韓
民
国

に
な
っ
た
。

国
と
共
に
す

る
在
外
同
胞
の

な
様
に
感

謝
す
る
」
と
述
べ
、
「
国
民

の
力
」
の
在
外
同
胞

推
進

団
長
で
あ
る
金

議
員
は

「
必
ず
今
国
会
で
在
外
同
胞

改
正
案
が
通
過
す
る
よ
う

善
を
尽
く
す
」
と
話
し
、

「
共
に
民
主

」
の
在
外
同

胞
委
員
長
で
あ
る
李
在

議

員
も
「
公
共
外
交
の
拡
大
に

向
け
、
在
外
同
胞
を
支
援
す

べ
き
と
い
う
こ
と
に

は

な
い
」
と
述
べ
た
。

午
後
６
時
か
ら
は
「
世

韓
人
の
日
記
念
式
」
が
持
た

れ
、韓
国
政
府
代
表
と
し
て
、

韓

相
が
参
加
し
、
激

励
辞
を
述
べ
た
。

韓

相
は
、
「
尹

大
統
領
は
、
や

を
得

事

で
来
ら
れ
な
か
っ
た

が
、

い
道
の
り
を
経
て

国
に
来
ら
れ
た

な
さ
ん

に
、

か
い
言
葉
を
伝
え
て

ほ
し
い
と
述
べ
て
い
た
」
と

し
な
が
ら
、
「
今
年
は
海
外

民
１
２
０
周
年
の
意
味

い
年
だ
。

国
を
離
れ
た

な
さ
ん
は
、
世

各
地
で

的
な
同
胞
社
会
を
築
き
上

げ
、
今
や

い
分
野
で
活

し
、
韓
民
族
の
大
き
な

り
に
な
っ
て
い
る
」
と
話
し

た
。韓

相
は
ま
た
、
「
同
胞

社
会
の
長
年
の
宿
願
で
あ
る

在
外
同
胞

新
設
を
新
政
府

の
国
政
課
題
に
反
映
し
、
支

な
く
推
進
し
て
い
る
」
と

し
、
「
関
連
法
が

に

理
さ
れ
る
よ
う
国
会
と
積
極

的
に
協
議
し
て
い
く
」
と
述

べ
た
。

韓

相
は
、
記
念
式
に
出

席
し
た
各
国
韓
人
会
長
ら
と

大

別
に
記
念
撮
影
を
し

た
。

在
日
同
胞
大
学
生
を
対
象
と
し
た
「
ラ
イ
ジ
ン
グ
・
ス
タ
ー
・
セ
ミ
ナ
ー
」
が
８

日
か
ら
３
日
間
、
都
内
の
ホ
テ
ル
な
ど
で
開
催
さ
れ
た
。
民
団
中
央
本
部
に
よ
る
次

世
代
育
成
事

の
一
環
。
在
日
本
大
韓
民
国
学
生
会
（

秀
智
会
長
）
が

の
コ
リ

ア
ン
・
ス
チ

ー
デ
ン
ト
・
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
（
略

Ｋ
Ｓ
Ｊ
）
に
代
わ
る
全
国
行
事

と
し
て
、
文
教
局
と
一
体
と
な
っ
て

し
た
。

海
外
同
胞
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
一
堂
に
会
し
て
、
韓

民
族
共
同
体
の

栄
を
議

す
る
「
２
０
２
２
年
世

韓
人
会
長
大
会
」
が
７
日
ま
で
の
３
日
間
、

川
市
の

松
島
コ
ン
ベ
ン
シ
ア
で
開
催
さ
れ
た
。
５
日
の

に
は

「
第
１６
回
世

韓
人
の
日
記
念
式
」
が

行
さ
れ
た
。

４
日
行
わ
れ
た
第
２
次
運

委
員
会
で
、
来
年
次
期
共

同
議
長
に
民
団
中
央
本
部
の
呂
健
二
団
長
と
、
ア
メ
リ

カ
韓
人
会
総
連
合
会
の
金
ピ
ョ
ン
ジ
ク
総
会
長
が
選
出

さ
れ
、
第
１
次
運

委
員
会
を
４
月
、
日
本
で
開
催
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。

交
部
長

中

と

す
る
民
団

部
ら

第一 の未完フ ルム上映
北送第一船の新潟出港までの様子を収めたア
カイブ・フ ルム作品 帰還船 １９５９ 第一

船 が２日 東京大学駒場キ ンパスで公開さ
れた 東京での上映は初めて （３ ）

韓 宮中の 東京で
韓国文化院（東京・

新宿区）は 韓国文化
財団と共同で 韓国
文化院 宮中餅 古
好斎 韓国宮中のお

子を東京で味わう
を開催 参加者１００人

は日本ではあまり れる 会の ない宮中餅
を堪能した （ ）

同
胞

を

韓
国

が

発
表

韓
国
政
府
は
６
日
、
在
外

同
胞

の
新
設
、
女
性
家
族

部
の

、
国
家

の

格
上
げ
を

子
と
す
る
政
府

組
織
改
編
案
を
発
表
し
た
。

政
府
は
外
交
部
の
在
外
同

胞
政

能
を

し
、
在

外
同
胞
財
団
の
事

能
を

統
合
し
て
外
交
部
長
官
所

の
在
外
同
胞

を
新
設
す
る

計

だ
。
在
外
同
胞
は
２１
年

時
点
で
７
３
２

人
に

し

て
お
り
、
同
胞
社
会
の
期
待

の
高
ま
り
や
世
代
交
代
と
い

っ
た
政

環
境
の

化
に
総

合
的
、
体

的
に
対
応
す
る

必
要
が
あ
る
と

し
た
。

在
外
同
胞
に
関
す
る

は
現
在
、
外
交
部
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
官

や
財
団
な

ど

数
に
分

し
て
お
り
、

在
外
同
胞
に
対
す
る

ン
ス

ト
ッ
プ
で
の
支
援
強
化
に
向

け
た
新
た
な

組
織
が

め
ら
れ
て
い
る
と
政
府
は

明
し
て
い
る
。

在
外
同
胞

の
新
設
で
、

在
外
同
胞
の
支
援

能
を
強

化
し
、
関
係
官

間
の
協
力

に
よ
り
領
事
、
法

、

な
ど
の

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
を
提

す
る
。
在
外
同

胞
や
そ
の
団
体
の
交
流
・
協

力
、

ッ
ト

ー
ク
活
性
化
、

次
世
代
の
同
胞
の
教
育
な
ど

の

能
も

う
。

第
１
０
３
回
韓
国
国
体

山
大
会
が
１３
日
ま
で
の
７
日

間
、

山
市
一

で
行
わ
れ
、

す
べ
て
の

が
終

し
、

１３
日

、
総
合
表
彰
式
を

ね
た

会
式
が

山
総
合
ス

タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
の
関
係
で
海
外
同

胞
も
参
加
し
た
正
常
大
会
は

３
年
ぶ
り
。
在
日
同
胞
選
手

団（

栄
泰
選
手
団
長
）は
サ

ッ
カ
ー
、ボ
ウ
リ
ン
グ
、テ
ニ

ス
、テ
コ
ン
ド
ー
、卓
球
、
ス

カ
ッ
シ

、

道
の
海
外
同

胞
部

７
種
目
の
ほ
か
、
国

内
種
目
の

道
、
水

、

上
、
ラ
グ
ビ
ー（
体
験
参
加
）

に
出
場
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
で

優
勝
す
る
な
ど
、
海
外
同
胞

の
部
で
総
合

優
勝
と
な
っ

た
。

に

事

優 し 日 ム

駐
日
韓
国
大
使
館
は
３

日
、
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
で

韓
国
の
国
慶
日
で
あ
る
「
開

天
節
」
（

国
記
念
日
）
と

「
国

の
日
」
を
祝
う
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
を
開
い
た
。

コ
ロ
ナ
の
関
係
で
対
面
式

で
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
２
０

１
９
年
以
来
と
な
る
。

都

の
民
団
と
傘
下
団

体

部
、
韓
人
会
な
ど
の
在

日
同
胞
団
体
リ
ー
ダ
ー
と
各

国
大
使
館
の
代
表
、
日
韓
議

員
連
盟
の

部
を
は
じ
め
と

す
る
日
本
の
政

関
係
者
や

各
国
外
交
官
ら
約
１
０
０
０

人
が
参
加
し
た
。

尹
徳
敏
大
使
は
あ
い
さ
つ

で
、
日
本
に

任
す
る

日

に
尹

大
統
領
か
ら
、
一

日
も

く
韓
日
関
係
が

も

良
か
っ
た
時
期
に
改
善
す
る

こ
と
を
要

し
て
い
た
こ
と

を

強
調
し
な
が
ら
、「
強

い
指
示
と

え
て
お
り
、
全

力
を
尽
く
そ
う
と
の
気
分
を

一

高
め
た
」
と
関
係
改
善

へ
の
決
意
を
示
し
た
。

ま
た
、

国
が

を
迎

え
る
た
び
に
支
援
を

し
ま

な
か
っ
た
民
団
と
在
日
同
胞

の

国
愛
に
感
謝
を
示
し
、

あ
わ
せ
て

山
市
が
２
０
３

０
年
国
際

会
（

）

に
協
力
を
呼
び
か
け

た
。来

賓
を
代
表
し
て
、
日
本

外

の

井

副
大

が
祝
辞
。
「
韓
日
と
も
に
コ

ロ
ナ
に
よ
る

水
際
対

も

さ
れ
、
両
国
の
人
的

交
流
が
活
発
化
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
」
と
述
べ

た
。こ

の
後
、
元
総
理
大

を

歴
任
し
た
福
田
康
夫

が
韓

日
友
好
親
善
へ
の
期
待
を
込

め
乾
杯
の
音
頭
を
取
っ
た
。

セプションで
さ する 大

第
７
回

【

】
第
４７
回
合
同

祭
（
望

祭
）
が
９
月
３０

日
、
韓
国
・
天

市
の
「
国

立
望

の

」

で

開
催
さ
れ
た

写
真
。
民
団

か
ら
は
本
国
事

所
の
高

所
長
を
は
じ
め
、
中
央
本

部
の
李
相
哲
生
活
局
副
団
長

と
団
員
ら
約
２
５
０
人
が
参

列
し
、
墓
地
に

る
在
日
同

胞

者
ら
に

の
意
を

表
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
関
係
で

民
団
や
在
日
同
胞
の

族
ら

が
参
列
し
た
の
は
、
３
年
ぶ

り
と
な
る
。

「
望

の

」
は
民
団
の

要

に
応
え
、
海
外
同
胞

国
訪
問
後
援
会
の
積
極
的
な

支
援
の
も
と
、
１
９
７
６
年

９
月
に
造
成
さ
れ
た
国
立
公

園
墓
地
。

高
所
長
は
呂
健
二
団
長
の

辞
を
代
読
し
、
「
在
日

同
胞
に
と
っ
て
の
望

祭

は
、
日

略
に
よ
り
亡
国

の

し

と

の
中
で

を
離
れ
、

国
の
地
で
英

た
ち
の

を

え
る
意
味

い
行
事
で
も
あ
り
ま
す
。

今
も
名

さ
え
分
か
ら
ず

国
に
帰
れ
な
い
ま
ま

国
の

地
の
ど
こ
か
に

っ
て
い
る

多
く
の
英

た
ち
が
い
ら
っ

し

い
ま
す
。
一
日
も

く

国
に

り

ら
か
に

る

こ
と
を

り
ま
す
」
と
述
べ

た
後
、

に
献
花
し

た
。

民
団
中
央
本
部
人
権

護

委
員
会
（
李
根

委
員
長
）

の
李

海
副
委
員
長
と
民
団

西
東
京
本
部
の

一
団
長

が
１１
日
、
国
立
市
の

見
理

夫
市
長
と
面
談
し
、
「
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
根

に
向
け

て
」
要
望
活
動
を
行
っ
た
。

今
年
５
月
２１
日
と
２２
日
に

国
立
市
の
公
共
施
設
「
く
に

た
ち
市
民
芸
術

ホ
ー
ル
」

で
は
、
右

政
治
団
体
の
日

本
第
一

が
主
催
し
た
「
東

京
ト
リ
カ

ナ
ハ
ー
レ
２
０

２
２
」
が
開
催
さ
れ
、
韓
国

の
民
族

を

た

数
の

気
人

を
足
を

げ
た
状

態
で

子
の
上
に
展
示
し
て

い
た
。

こ
の
事
態
を

ま
え
て
民

団
は
、
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

解
消
法
」
の
「
地
方
公
共
団

体
の
責

」
の
実
行
と
、
国

立
市
の

が
実

的
な

別

と
し
て
正
し
く

運
用
さ
れ
る
よ
う
、
ヘ
イ
ト

が
行
わ
れ
る
可
能
性
の
あ
る

団
体
や
行
事
に
は
公
共
施
設

の
使
用
を

可
し
な
い
よ
う

に
強
く
要
望
し
上
で
、
「
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
根

に
向
け

て
」

定
を
盛
り
込
ん

だ

の

制
定
も
要
望
し

た
。民

団
の
要
望
に
対
し
て
国

立
市
の

見
市
長
は
「
ト
リ

カ

ナ
ハ
ー
レ
の
内

は
決

し
て
い
い
と
は
思
っ
て
い
な

い
」
と
し
な
が
ら
「
今
回
の

要
望
を
受
け

め
、
今
後
も

別
の
な
い
社
会
を
共
に
作

っ
て
い
き
た
い
と

え
て
い

る
」
と

え
た
。

中
央
監
査
委
員
長
な
ど
歴
任

民
団
中
央
本
部
監

委
員

長
、
大
阪
本
部
団
長
な
ど
を

を
歴
任
し
た
金

（
民

団
中
央
お
よ
び
大
阪
本
部
常

任
顧
問
、
大
阪
慶

北
道
道

民
会
会
長
）
が
９
月
２４
日
に

去
し
た
。

年
８６
歳
。

は
近
親
者
だ
け
の

で

ま
れ
た
。

金

は
１
９
７
１
年

に
民
団
大
阪
・
豊
能
支
部
の

経
済
課
長
を

切
り
に
、
同

支
部
副
団
長
、
支
団
長
を
経

て
、
８８
年
に
大
阪
本
部
副
団

長
を
経
て
、
監

委
員
長
議

長
を
歴
任
し
、
２
０
０
０
年

か
ら
６
年
間
、
同
本
部
団
長

を
２
期

め
た
。
そ
の
後
０６

年
か
ら
２
期
６
年
間
、
中
央

本
部
監

委
員
長
に
就
任
し

た
。２

０
１
４
年
に
大
韓
民
国

国
民

章
「
無

花
章
」
を

受
章
し
た
。

長
（
左
）
に

を
手

す

一

東
京
団

長
（
中
央
）
と
李

人

員
会
副

員
長

（
右
）

仁川で世界韓人会長大会

６４カ国から３３３人参加

に

ラ
イ
ジ
ン
グ
・
ス
タ

・
セ
ミ
ナ

開
催

成

国

生
が
一

に

同胞の部 優
韓 が

が
国

に
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当財団事務所は、2022 年 8月より下記住所に移転しました。
〒108-0073 東京都港区三田 2丁目 10 番 6号 三田レオマビル 9階

　私たちの先輩世代は生まれ育った故国を後にして、言葉はお
ろか風俗や習慣も知らない、生活の基盤すらない異国の地に
渡ってきました。まずは生きるために、筆舌に尽くし難い苦難
の道を克服してまいりました。一方で、次代を担う子供たちに
は最高の学問を授けたい、そのような信念にも似た熱い思いを
抱き続けました。
　私たちは祖国をさらに繁栄させるために、国際社会で尊敬さ
れるような人材を育成する必要があると思います。そのために
は、国際社会で堂々と活躍できる有能な若人を確実に、かつ速
やかに育成することが、国家と民族の尊厳のためにできる最善
の道だと信じております。

　故に碧 奨学生に期待することは、将来、世界のどの地域で活
躍するにしても、常に民族と祖国の栄光と尊厳を双肩に担ってい
るという、浩然たる誇りを持って奮闘していただきたいと云う事
です。
　韓国人の一人として、民族の繁栄のために不撓不屈の精神を発
揮されますことを心より願っています。そしてその艱難辛苦に満
ちた自己研鑽の場、学びの場に果敢に挑戦していただきたいと思
います。学ぶ事こそが、若い諸君の人生を切り開く大きな力とな
るでしょう。
　韓国教育財団の碧 奨学事業は、そのような若人に対して、さ
さやかではありますが、力添えをすることを強く望んでおります。

【
千
葉
】
古
代
日
本
の

が

も

に
交
流
し
た
社
会
の
一
つ
、
加

の

墓
か
ら
出

し
た

物
約
２
２

０
点
を
そ
ろ
え
た
国
際

展
示
「
加

古
代
東
ア
ジ
ア
を
生
き
た
、
あ
る

国
の
歴
史
」
が
４
日
か
ら
国
立

歴
史
民

物
館
（
略

「
歴

」、

倉
市
）
で
始
ま
っ
た
。
加

の
歴
史
を
体
感
し
な
が
ら
、
い
に
し
え
か

ら
現
在
、
そ
し
て
未
来
へ
と
続
く
韓
日
の
交
流
に
思
い
を
は
せ
る
こ
と
が
で
き
る
展
示

成
と
な
っ
て
い
る
。

約
２
２
０

加

と
は
４
～
６
世
紀
に

韓
半
島
の
南
部
で

亡
し
た

国

の
総

。

古
学
的
に

は
金
官
加

、
大
加

、

加

、

加

な
ど
の
国

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
日
本

は
お
お

ね
古

時
代
に
相

当
し
、
加

と
の
交
流
を
通

し
て

と
呼
ば
れ
る

い

き
物
、

の
道

、
金

、

の

育
な
ど
当
時
の

先
進
の

や

術
、
道

を

手
し
た
。

展
示
は
６
章
立
て
。
加

の
文
化
的
特
性
か
ら
始
ま
っ

て
歴
史
、
国
際
交
流
、
対
外

関
係
、

亡
ま
で
を
時

列

で

く
。

と
の
関
係
は
３

章
「
加

人
は
北
へ
南
へ
―

４
世
紀
」
と
４
章
「
加

と
国
際

勢
ー
５
世
紀
～
６

世
紀
初
め
」
で

し
て
い

る
。４

世
紀
に
加

国
の
中

心
で
あ
っ
た
金
官
加

は

を

料
に

や
中
国
、
あ
る

い
は
北
方
の
中
原
地
域
と
活

発
な
対
外
交

を
お
こ
な
っ

て
い
た
。
こ
れ
は

の

金
海
大
成

か
ら
の
出

品

で
う
か
が
え
る
。

当
時
の

権
と
の
つ
な

が
り
を

定
し
う
る
副

品

は
、
さ
ま
ざ
ま
な

物
を

し
た
石

品
、

や

に

取
り
付
け
た
青

の

り

（

型

）、

な
ど
。

た
だ
、
金
官
加

と

の
関

係
は

権
間
の
外
交
に
と
ど

ま
ら
な
か
っ
た
。
韓
半
島
の

南
海
岸
各
地
で
出

す
る

の

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

社
会
に

す
る
集
団
や

人

ど
う
し
の
日
常
的
な
交
流
も

盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
と
い
う
。

大
加

が
勢
力
を

る
よ

う
に
な
る
５
世
紀
に
な
る

と
、
東
ア
ジ
ア
間
の
交
流
は

盛
期
を
迎
え
る
。

と
も

ひ
ん

ん
に
交

を
重
ね
た

よ
う
だ
。
こ
の
こ
と
は
大
加

の
各
地
の

墓
か
ら
出

す
る

の
副

品
が
物

語
る
。

代
表
的
な
の
が
甲

だ
。

加

に
渡
り
、
有
力
者
に

え
た
り
し
て
生

を
終
え
た

人
、
も
し
く
は

と

い

関
係
に
あ
っ
た
現
地
の
有
力

者
が

し
た
も
の
で
あ
ろ
う

と
推

さ
れ
て
い
る
。
こ
の

ほ
か
、

な
ど
南
方
の
海

で

れ
る
イ
モ

イ
を
は
め

込
ん
だ

の
部
品
（

金

）な
ど
も
出

し
て
い
る
。

一
方
、

に
お
い
て
も
大

加

の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や

な
ど
が
各
地
の

墓
か

ら
出

し
て
い
る
。
４
世
紀

以
来
の
加

と
の
ひ
ん

ん

な
交

に
よ
っ
て

の
各
地

に
渡
来
人
集
団
が
定

し
、

現
地
の
人

と
「

」
す

る
な
か
で

、

生

、

金

、

の

育
、

術
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

や

術
、
道

を
伝
え
て
い
っ

た
と
さ
れ
る
。
古

時
代
の

５
世
紀
が

に
と
っ
て
「

術

新
の
世
紀
」
と

さ
れ

る
ゆ
え
ん
だ
。

県
高
崎

市
の

崎
長

西

跡
に
は

渡
来
人
た
ち
の
姿
が
う
か
が

え
る

跡
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。国

際

展
は
歴

と
大

韓
民
国
国
立
中
央

物
館
、

州
国
立

物
館
の
３
者
共

催
。
１２
月
１１
日
ま
で
（

館

日
毎
週
月
曜
日
、

日
の
時

は
翌
日

館
）
。
９
時
３０
分

～
１６
時
３０
分
。
問
い
合
わ
せ

は
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
５
０

・
５
５
４
１
・
８
６
０
０
。

【

】
「

ん
だ
ん
生

活
相
談
セ
ン
タ
ー
さ
い
た

ま
」
は
全
体
会
議
を
１２
日
、

韓
国
会
館
で
開
催
。
中

央
セ
ン
タ
ー
か
ら
金

夫
所

長
が
出
席
し
た
。

民
団

本
部
の

文

団
長
は
「
セ
ン
タ
ー
は
大
事

な
事

。
次
世
代
に
残
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
」
と
述
べ

た
。
金
所
長
は
「

本
部

の
相
談
セ
ン
タ
ー
は
今
年
も

多
大
な
成
果
を
上
げ
て
い

る
」
と

え
た
。

の
相
談
セ
ン
タ
ー
の

２
０
２
２
年
の
相
談

数

は
、

民

所
長
の

告
に

よ
れ
ば
９
月

日
ま
で
に
１

８
６

を
数
え
た
。
内

は

家
族
関
係

が
２９

と

も
多
く
、

、
相
続
が
続

い
て
い
る
。
在
留
資
格
別
相

談

数
で
は
特
別

住
者

（

住
者

）
が
１
６
９

と
目
立
つ
。

席
上
、
権
田

護

と
司
法
書

が
講
演
。
ま

た
、
中
央
セ
ン
タ
ー
と
の
間

で
意
見
交

も
行
っ
た
。
来

賓
と
し
て
在
外
同
胞
財
団
か

ら
金
采
映
駐
在
官
が
あ
い
さ

つ
し
た
。

【
鳥
取
】
民
団
鳥
取
本
部

（
黄
龍
也
団
長
）は
９
月
２７
、

２８
の
両
日
、
鳥
取
市
内
の
団

員
約
２０

を
家
庭
訪
問
し

た
。
消

・

確
認
を

ね
た

行
事
だ
。
黄
団
長

と

幸
夫
常
任
顧
問
、

員

の
３
人
が

当
し
た
。

約
１
年
ぶ
り
の

会
と
あ

っ
て
、
立
ち
話
で
も
１０
分
以

上
話
し
込

こ
と
が

し
く

な
か
っ
た
。
迎
え
て
く
れ
た

団
員
の
年

は
６０
代
な
ら

い
ほ
う
。
多
く
が
７０
代
、
８０

え
も

し
く
な
い
。

常

任
顧
問
は
「
お

を
食
べ
て

長
生
き
し
て
」
と
呼
び
か
け

た
。

な
お
、
支
部
、
分
団
へ
は

券
を

し
た
。

中
部
韓

人

が

ン

民
団
愛
知
の
後

で

【
愛
知
】
新
定
住
者
で
組

織
す
る
中
部
韓
国
人
連
合
会

（
南
相

会
長
）
は
１
日
、

愛
知
韓
国
人
会
館
で
「

道

チ
ャ
ン
チ
」
を
開
催
し
た
。

今
年
で
５
回
目
。
民
団
愛
知

本
部
（
河
隆
實
団
長
）
が
後

援
し
た
。

１
２
０
人
が
参
加
。
東
京

で
バ
ン
ド
活
動
し
て
い
る
韓

国
の
ア
イ
ド
ル
歌
手
、
ウ
・

ジ
ウ

ン
さ
ん
の
歌
に
手

子
で
応
え
た
。

こ
の
ほ
か
、

島
で
韓
国

文
化
を

め
る
活
動
を
行
っ

て
い
る
音
楽
家
が
韓
国
民
謡

「
ア
リ
ラ
ン
」な
ど
を
熱
唱
。

愛
知
県
豊
田
市
在
住
の
全

の
歌
姫
、
上
田

さ
ん
の

歌
声
は
会
場
を
感
動
に

込
ん
だ
。
ま
た
、
韓
国
伝
統

舞
踊
も
披
露
さ
れ
た
。

南
会
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
開
催
で
き
る
か
ど
う
か

心

し
な
が
ら
も
半
年

か

ら

し
て
き
た
。
今
日
は

楽
し
い
時
間
を
す
ご
し
、
来

年
も
健
康
な
姿
を
見
せ
て
く

だ
さ
い
」
と
激
励
し
た
。

駐
名
古
屋
韓
国
総
領
事
館

の
朴
先
哲
総
領
事
、
民
団
愛

知
本
部
か
ら
河
団
長
が
激
励

に
駆
け
つ
け
た
。

団
員
の

し
の

民
団
東
京
・
渋
谷

民
団
東
京
・
渋
谷
支
部（
高

三
連
支
団
長
）
は
１５
日
、
こ

の
日
、

寿
（
８８
）
を
迎
え

た

同
常
任
顧
問
を
支

部
会
館
に
迎
え
、
役
員
だ
け

で
さ
さ
や
か
な

食
会
を
開

催
し
た
。

テ
ー
ブ
ル
に
は
黒

を
中

心
に

り
の
赤

、
キ
ム

チ
、
ゆ
で

、
チ
ャ
プ
チ

な
ど
、
心
の
こ
も
っ
た
料
理

が

ん
だ
。
い
ず
れ
も
高
支

団
長
の
お
手

。

美

江

副
議
長
は
マ
カ
ロ
ニ
サ
ラ
ダ

を
調
理
し
て

し
た
。

鄭
時
東
常
任
顧
問
は
祝
辞

で
「
こ
れ
か
ら
は
人
生
１
０

０
年
の
時
代
」
と
述
べ
、
さ

ら
な
る
長
寿
を

願
し
た
。

常
任
顧
問
は
「
う
れ
し
い

け
れ
ど
、

生
日
な
ん
か
す

っ
か
り

れ
て
い
た
よ
」
と

を
見
せ
た
。
高
支
団
長

に
よ
れ
ば
、
団
員
の

寿
を

祝
う
の
は
８８
年
か
ら
始
ま

り
、
今
回
が
３
回
目
。

常
任
顧
問
は
８８
年
５
月

か
ら
９４
年
５
月
ま
で
の
２

期
、
支
団
長
を

っ
た
。
父

の

も
草
創
期
の
支
団

長
で
、
東
京
韓
国
学

の
理

事
長
と

長
も

め
た
。

夫 任 （右）

大加 の から し の

韓 のアイ ル歌手の 演に手 で る

中 センタ から 夫 長も し 全 会

切
り
に

第
２
次
大
戦
中
、
北
海
道

竜
郡

加
内
町
の
は
ず
れ

の

内
で
戦
時
強
制
動
員

と
強
制
労
働
の
歴
史
を
伝
え

て
き
た
歴
史
資
料
館
「

の

墓

展
示
館
」
の

回
展
が

１３
日
ま
で
東
京
・
中
央
区
の

築
地
本
願

で
開
か
れ
た
。

内
の

・
光

に
設

け
ら
れ
た
展
示
館
を
運

す

る
Ｎ

法
人
「
東
ア
ジ
ア

市
民

ッ
ト

ー
ク
」
な
ど

が

し
た
展
示
館
の

を

え
て
北
海
道
を

切
り

に
全
国
を

回
し
て
い
る
。

展
示
品
は
ダ
ム
や

道

事
の

者
が
日
常
的
に
使

用
し
て
い
た
お

、

、

れ

、
石
け
ん

、

ブ

ラ
シ
、
キ
セ
ル
、
位
牌
、

を
収
め
て
い
た

の
一

部
な
ど
。
地
下
足

は

化

が
進

、ボ
ロ
ボ
ロ
の
状
態
。

い
ず
れ
も

加
内
で
し
か
目

に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
貴

重
な
副

品
ば
か
り
だ
。

５
日
の
展
示
会
初
日
に
は

駐
日
韓
国
大
使
館
の
李

相

公
使
参
事
官
が
参
席
、
「
展

示
館
に
よ
る

事

は
、

戦
時
下
に
動
員
さ
れ
、
命
を

落
と
さ
れ
た
方

を

し
、
韓
日
両
国
民
に
正
し
い

歴
史
を
伝
え
、
両
国
の
友
好

増
進
に
も
貢
献
し
て
い
る
」

と
述
べ
た
。

内
湖
は
戦
時
中
に
造

ら
れ
た
人
造
湖
で
、
水
力
発

用
の
ダ
ム
だ
。
１
９
４
３

年
の
完
成
ま
で
２
０
０
０
人

近
い
朝
鮮
人
、
中
国
人
が
働

か
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

戦
時
状

が
悪
化
す
る
に
つ

れ
て

事
と
な
り
、
労

働
は
よ
り
過

に
な
っ
た
。

事

や

気
な
ど
で

と
な
っ
た

は
光

で

一
時
保

さ
れ
た
後
、
集
落

の
共
同
墓
地
に
隣

す
る

や
ぶ
に

め
ら
れ
て
い
た
。

長
い
年
月
の
間
に

れ
去

ら
れ
て
い
た
が
「

の
墓

展
示
館

生

解
と
平

の

を
創
る
実
行
委
員
会
」

共
同
代
表
の

平
善

さ
ん

（

本
願

一
乗

住

）が
光

で

、

者
の
位
牌
と
出
会
い
、

８０
年
か
ら
地
域
の
歴
史
調
査

と

の
発

が
始
ま
っ

た
。
発

さ
れ
た

の
う

ち
、
す
で
に
１
１
５
体
が
２

０
１
５
年
に
市
民
の
手
で
韓

国
に

還
さ
れ
、
ソ
ウ
ル
市

立
墓
地
に

さ
れ
た
。

光

は
９７
年
以

、
東

ア
ジ
ア
の
平

を
創
造
す
る

歴
史
資
料
館
と
し
て
東
ア
ジ

ア
か
ら
や
っ
て
き
た
青
年
た

ち
の
重
要
な
交
流

点
と
な

っ
て
い
た
。
だ
が
、
２０
年
１

月
、
展
示
館
が

の
重

で

し
、
翌
２１
年
に
は
宿

施
設
と
な
っ
て
い
た

が

失

で

失
し
た
。

新
し
い
展
示
館
と
宿

施

設
は
２３
年

に
完
成

定
。

金
目

６
０
０
０

の
う
ち
す
で
に
４
５
０
０

が
集
ま
っ
た
と
い
う
。

「
第
３９
回
大

保
ま
つ
り
」

が
１０
日
、
通

コ
リ
ア
ン

タ
ウ
ン

と
呼
ば
れ
る
Ｊ

新
大

保
駅
か
ら
大

保
２

目
交

点
に
通
じ
る
「
大

保
通
り
」で
開
催
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
昨
年
、
一
昨
年

と
中

と
な
っ
た
た
め
こ
れ

が
３
年
ぶ
り
。

ま
つ
り
を

る
パ
レ
ー
ド

に
は
地
元
の
韓

レ
ン
タ
ル

ス
タ
ジ
オ
「

Ｍ

Ｉ

」
か
ら
一

社
団
法

人
韓

協
会
の
李
香
順

代
表
理
事
を
先
頭
に

い
女

性
た
ち
が

と
り
ど
り
の
韓

を
身
に

け
て
「
歩
行
者

天
国
」
と
な
っ
た
通
り
を
練

り
歩
い
た
。
同
じ
く
韓
国
舞

踊
学
院
を
主
宰
す
る
鄭
愛

さ
ん
も
教
え
子
を

き
連
れ

て
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
た
。

通
り
で
チ

ミ
と
ト
ッ

ッ
キ
、
韓
国

ビ
ー
ル
を

し
た
民
団
東
京
・
新
宿

支
部
（

明
支
団
長
）
の
出

店
ブ
ー
ス
に
は

い
物

が

次

に
行
列
を
つ
く
っ
た
。

対
応
し
た
婦
人
会
新
宿
支
部

の
役
員
は
応
対
に
大
わ
ら

わ
。

支
団
長
は
「
今
年
は

人
通
り
が
半

で
な
い
。
お

さ
ん
が
ひ
っ
き
り
な
し
」

と

い
て
い
た
。

り
上
げ

の
一
部
は
婦
人
会
支
部
の
活

動
資
金
に
あ
て
ら
れ
る
。

任 （ ）を 食会

員と 労 の を る ル

民団 支部も協 し

日

対

に

ラ
イ

ル
民
団

本
部

【

】
民
団
岡
山
本
部

（
金
成

団
長
）
は
２
日
、

在
日
同
胞
を
対
象
と
し
た
ブ

ラ
イ
ダ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
を
岡

山
市
内
で
開
催
し
た
。
同
本

部
と
し
て
は
２
年
半
ぶ
り
。

男
女
合
わ
せ
て
１０
人
が
参

加
。

食
を
共
に
し
な
が
ら

や
か
な

気
で
交
歓
し

た
。

終
的
に
２
組
の
カ
ッ

プ
ル
が
交
際
を
約
束
し
あ
っ

た
。同

本
部
で
は

人
見
合
い

も

時
実
施
中
。
連
絡
は
０

８
６
・
２
２
５
・
０
８
２
６

ま
で
。の

室
で

高

者
に

を

民
団

支
部

【
大
阪
】
民
団
大
阪
・

支
部
（

支
団
長
）
は

高

の
団
員
で
も
気

に
集

え
る
文
化
教
室
「
ア
ト
リ

ル
ベ
（

の
集
い
）
」
を

同
支
部
で
開
い
て
い
る
。
名

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
「

教
室
」
の
よ
う
な

し

さ
と
は
無
縁
。
参
加
者
は

筆
を
手
に
自
由
に
会
話
を
楽

し
ん
で
い
る
。

作
品
は
水

や
デ
ッ
サ

ン
で
、
テ
ー
マ
は
自
由
。

頭
学
院
で
長
年
、
美
術
の

任
講
師
を

め
て
き
た

支

団
長
が
自
ら
指

に
あ
た
っ

て
い
る
。

支
団
長
は
「
初

心
者
で
も

く
お
も
し
ろ
さ

が
わ
か
っ
て
か
ら
は
上

も

い
。

力
も
あ
が
っ
て

い
る
」
と
い
う
。

当
初
か
ら
参
加
し
て
い
る

同
支
部
特
別
委
員
会
（
在
日

総
合
推
進
委
員
会
）
の

時

委
員
長
も
そ
の
一
人
。

委
員
長
は
「
日
常
生
活
を
楽

し

な
が
ら
、
支
部
会
館
が

お
年
寄
り
た
ち
が
集
え
る
場

に
な
る
よ
う
に
し
た
い
」
と

話
し
て
い
た
。

李
正
子
さ
ん
は
「
コ
ロ
ナ

禍
で
外
に
出
る
こ
と
が

な

い
中
、
ア
ト
リ

ル
ベ
が

あ
る
こ
と
で
外
に
出
る
き
っ

か
け
に
も
な
り
、
い
つ
も
楽

し

に
し
て
い
る
」
と
話
し

て
い
た
。

発
足
か
ら
今
年
で
４
年

目
。
こ
れ
を
記
念
し
て
同
支

部
会
館
で
１８
日
か
ら
１
０
０

点
以
上
の
作
品
を
展
示
し
て

い
る
。
２８
日
ま
で
。
同
支
部

（
０
７
２
・
２
３
８
・
７
８

４
０
）。

支団長が する「アトリ ル 」

して韓 交流
国立歴史民俗博物館「加耶展」開幕

交

り

人

ん

ん

談
セ
ン
タ
ー

会
し

民
団
鳥
取

を

の

東京で

保

り

復
活

コ
リ
ア
ン
タ
ウ
ン

で
パ
レ
ー
ド

３年 り

（２）２０２２年１０月１９日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第３０２３号



北
送
第
一
船
の
新
潟
出
港
ま
で
の
様
子
を
収
め
た
貴
重
な
ア
ー
カ
イ
ブ
・
フ
ィ
ル
ム

作
品
「
帰
還
船

１
９
５
９

第
一
船
」
（
康
浩
郎
監
督
作
品
）
が
２
日
、
東
京
・
目

黒
区
の
東
京
大
学
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
で
公
開
さ
れ
た
。
昨
年
、
大
阪
市
内
で
初
め
て
お

披
露
目
さ
れ
た
ば
か
り
。東
京
で
の
上
映
は
初
め
て
。康
監
督
自
ら
ト
ー
ク
を
行
っ
た
。

撮
影
し
た
の
は
６
ロ
ー
ル

（
巻
物
）
分
。
フ
ィ
ル
ム
は

６３
年
間
放
置
さ
れ
、
カ
ビ
が

生
え
た
状
態
だ
っ
た
と
い

う
。
作
品
は
一
切
編
集
さ
れ

て
な
く
、
音
声
も
な
い
。

北
送
第
１
船
に
は
ソ
連
か

ら
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
２
隻
の

船
に
在
日
朝
鮮
人
と
そ
の
家

族
９
７
５
人
が
乗
船
し
た
。

列
車
は
日
本
全
国
か
ら
新
潟

に
向
か
っ
た
が
、
こ
の
う
ち

品
川
駅
か
ら
発
車
す
る
様
子

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

北
送
家
族
は
４
日
間
、
新

潟
日
赤
セ
ン
タ
ー
内
で
一
時

逗
留
し
た
。
こ
れ
は「
帰
国
」

意
思
の

終
確
認
の
た
め
。

い
よ
い
よ
明
日
が
出
発
と
い

う
日
。
子
ど
も
た
ち
が
「
ハ

レ
の
日
」
の
晴
を
願
い
「
て

る
て
る
坊
主
」
を
吊
り
下
げ

な
が
ら
合
唱
し
て
い
る
場
面

が
見
ら
れ
た
。

「
帰
国
」
意
思
の
確
認
は

特
別
室
の
な
か
、
家
族
単
位

で
行
わ
れ
た
。
翌
日
に
は
宿

舎
か
ら
バ
ス
が
ピ
ス
ト
ン
輸

送
で
港
に
横
付
け
さ
れ
て
い

く
。カ

メ
ラ
は

後
に
ト
ボ
リ

ス
ク
号
が
離
岸
し
て
い
く
様

子
を
映
し
出
し
た
。
出
港
を

告
げ
る
汽
笛
と
と
も
に
船
と

岸
壁
を
つ
な
い
で
い
た
テ
ー

プ
が
切
れ
、
岸
壁
に
は
テ
ー

プ
と
と
も
に
無
数
の
花
束
が

無
残
に
浮
か
び
上
が
っ
て
い

た
こ
と
が
北
送
同
胞
の
そ
の

後
の
運
命
を
暗
示
し
て
い
る

か
の
よ
う
だ
っ
た
。

康
監
督
は
当
初
、「
こ
れ
を

撮
っ
て
お
く
べ
き
」
「
撮
ら

ね
ば
な
ら
な
い
」
と
思
っ
た

と
い
う
。
当
時
は
朝
総
連
傘

下
の
在
日
本
朝
鮮
留
学
生
同

盟
の
一
員
で
、
日
本
大
学
芸

術
学
部
４
年
に
在
籍
し
て
い

た
。で

は
、
な
ぜ
６３
年
間
も
作

品
化
せ
ず
放
置
し
て
き
た
の

か
。
康
監
督
は
「
世
に
問
う

タ
イ
ミ
ン
グ
を
逸
し
た
」
、

「
作
品
化
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
失
っ
た
」と
述
べ
た
。

康
監
督
は
多
く
を
語
ら
な
か

っ
た
が
、
北
送
へ
の
根
本
的

な
疑
問
に
と
ら
わ
れ
て
い
っ

た
よ
う
だ
。

ト
ー
ク
の
中
で
は
「
も
と

よ
り
下
か
ら
わ
き
上
が
っ
た

帰
国
運
動
な
ど
は
な
か
っ

た
。
（
北
送
は
）
北
朝
鮮
と

総
連
に
よ
る
合
作
の
歓
送
、

歓
迎
で
あ
り
、で
っ
ち
あ
げ
。

た
だ
単
に
北
朝
鮮
か
ら
の
命

令
を
実
行
し
た
に
す
ぎ
な

い
」
と
言
い
切
っ
た
。
国
際

赤
十
字
社
の
係
官
７
人
が

「
帰
国
意
思
確
認
室
」
の
場

に
立
ち
会
わ
な
か
っ
た
こ
と

に
も
疑
義
を
呈
し
て
い
た
。

作
品
の
完
成
に
は
「
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
」
と
し
な
が
ら

も
、
「
こ
れ
で
や
ら
な
い
と

男
が
立
た
な
い
」
と
あ
ら
た

め
て
意
欲
を
示
し
た
。
未
完

の
フ
ィ
ル
ム
を
上
映
す
る
の

は
こ
れ
が

後
に
な
る
と
い

う
。

康浩郎監督

【
香
川
】
民
団
香
川
本
部

（
石
隆
弘
団
長
）で
韓
国
語
、

テ
コ
ン
ド
ー
、
サ
ム
ル
ノ
リ

な
ど
を
学
ぶ
受
講
生
た
ち
に

よ
る
韓
国
文
化
発
表
交
流
会

が
２
日
、
高
松
市
内
の
ホ
テ

ル
で
開
か
れ
た
。
受
講
生
た

ち
に
は
１
年
に
１
回
、
日
ご

ろ
の
学
習
成
果
を
問
う
晴
れ

の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
。
今

年
は
４５
人
が
出
演
し
た
。

韓
国
語
初
級
ク
ラ
ス
の
受

講
生
１２
人
は
、
日
本
の
昔
話

「
猿
蟹
合
戦
」
を
韓
国
語
の

寸
劇
で
表
現
し
た

写
真
。

石
団
長
は
「
こ
れ
ぞ
ま
さ
に

韓
日
交
流
の
場
」
と
喝
采
を

送
っ
た
。
同
じ
く
中
級
１
ク

ラ
ス
は
寸
劇
で
韓
国
の
童
話

「
フ
ン
ブ
と
ノ
ル
ブ
」
を
取

り
上
げ
た
。
こ
の
ほ
か
に
も

替
え
歌
や
舞
踊「
ア
リ
ラ
ン
」

が
続
い
た
。

一
方
、
サ
ム
ル
ノ
リ
や
テ

コ
ン
ド
ー
と
い
っ
た
文
化
教

室
の
発
表
も
あ
っ
た
。
「
子

ど
も
ク
ラ
ス
」
は
「
好
き
な

こ
と
」
な
ど
思
い
思
い
の
テ

ー
マ
で
ス
ピ
ー
チ
し
た
。

第
２
部
に
は
京
都
市
で
韓

国
伝
統
芸
術
院
を
主
宰
す
る

金
一
志
さ
ん
が
ゲ
ス
ト
出

演
。
「
閑
良
舞
」
、
「
カ
ヤ
グ

ム
と
ヘ
グ
ム
の
二
重
奏
」
な

ど
を
披
露
し
た
。

韓
国
側
か
ら
梁
起
豪
駐
神

戸
総
領
事
と
魯
解
斗
駐
神
戸

教
育
院
長
、
日
本
側
か
ら
高

松
市
交
流
協
会
と
香
川
日
韓

交
流
協
会
の
関
係
者
が
激
励

に
駆
け
付
け
た
。

韓
国
語
教
室
の
発
表
会
は

２
０
０
７
年
か
ら
始
ま
っ

た
。
０９
年
か
ら
は
テ
コ
ン
ド

な
ど
文
化
教
室
も
加
わ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

表彰状を手にする李秀夫夫妻と長谷部健区長（右）

保
護
司
と
し
て
２０
年
間
、

東
京
・
渋
谷
区
（
長
谷
部
健

区
長
）
で
地
域
福
祉
の
増
進

に
貢
献
し
て
き
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
、
在
日
韓
国
人
の
李

秀
夫
さ
ん
（
７６
、
財
団
法
人

善
隣
厚
生
会
理
事
長
）
が
、

区
政

高
の
栄
誉
と
さ
れ
る

「
渋
谷
区
区
政
功
労
者
」
に

選
ば
れ
た
。表
彰
式
は
４
日
、

区
制
施
行
９０
周
年
を
記
念
し

て
区
内
で
行
わ
れ
た
。

功
労
者
に
選
ば
れ
た
の
は

合
わ
せ
て
１２
人
。
李
さ
ん
以

外
で
は
町
内
会
や
商
店
街
な

ど
の
自
治
団
体
役
員
や
消
防

団
で
長
年
、
地
域
社
会
の
発

展
に
貢
献
し
て
き
た
人
た

ち
。
い
ず
れ
も
地
元
の
各
団

体
か
ら
の
推
薦
を
受
け
、
区

役
所
が
審
査
し
て

終
的
に

決
定
し
た
。
長
谷
部
区
長
か

ら
表
彰
状
と
花
束
、
斎
藤
竜

一
区
議
会
議
長
か
ら
記
念
品

が
手
渡
さ
れ
た
。

李
さ
ん
は
２
０
０
２
年
、

日
本
国
法
相
か
ら
委
嘱
を
受

け
て
渋
谷
区
の
保
護
司
に
就

任
。
地
域
の
保
護
司
会
に
も

積
極
的
に
参
加
し
、
保
護
司

会
に
関
す
る
連
絡
お
よ
び
調

整
に
あ
た
っ
て
き
た
。

善
隣
厚
生
会
理
事
長
に
就

任
す
る
と
、
懸
案
だ
っ
た
厚

生
保
護
施
設
の
全
面
改
築
を

１６
年
に
な
し
遂
げ
た
。
こ
の

と
き
、
地
域
か
ら
の
反
対
運

動
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
地

元
の
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
「
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
」
と
共
催
で

「
餅
つ
き
大
会
」
を
継
続
す

る
な
ど
し
て
住
民
に
施
設
へ

の
理
解
と
協
力
を
得
て
き
た

こ
と
が
幸
い
し
た
。
施
設
落

成
後
は
寮
生
が
毎
週
日
曜

日
、
甲
州
街
道
に
架
か
る
歩

道
橋
に
出
向
い
て
清
掃
を
続

け
て
い
る
。

李
さ
ん
は
１８
年
に
は
藍
綬

褒
章
を
受
章
し
て
い
る
。

ホ
テ
ル
庭
園
を

貸
し
切
り
食
事

民
団
宮
城
本
部

民
団
宮
城
本
部
（
李
純
午

団
長
）
は
２
日
、
仙
台
市
内

の
ホ
テ
ル
で
韓
日
交
流
マ
ダ

ン
を
実
施
し
た
。
会
場
と
な

っ
た
庭
園
内
は
こ
の
日
、
貸

し
切
り
。
団
員
と
そ
の
子
ど

も
た
ち
ら
９０
人
が
ゆ
っ
た
り

と
食
事
と
音
楽
の
ひ
と
時
を

楽
し
ん
だ

写
真
。

鄭
圭
泰
常
任
顧
問
が
乾
杯

の
音
頭
を
と
る
と
、
ジ
ャ
ズ

バ
ン
ド
「
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
」
の

演
奏
が
始
ま
っ
た
。
韓
国
の

ヒ
ッ
ト
曲
「
グ
ッ
デ
イ
」
や

「
パ
レ
ム
」
「
Ｊ
へ
」
の
演

奏
が
始
ま
る
と
ア
ン
コ
ー
ル

の
声
が
続
い
た
。

日
本
側
来
賓
か
ら
は
光
州

と
仙
台
市
の
姉
妹
都
市
提
携

２０
周
年
を
祝
う
あ
い
さ
つ
が

あ
っ
た
。
林
煕
順
駐
仙
台
総

領
事
は
草
の
根
交
流
の
重
要

性
を
強
調
し
た
。

民
団
鳥
取
本
部

県
か
ら
亀
井
一
賀

副
知
事
が
激
励
に

【
鳥
取
】
民
団
鳥
取
本
部

（
黄
龍
也
団
長
）
は
２
日
、

倉
吉
上
灘
公
民
館
で
開
催
。

７０
人
が
ア
ジ
メ
手
作
り
の
韓

国
料
理
プ
ゴ
ッ
ク
（
干
し
ス

ケ
ト
ウ
ダ
ラ
の
ス
ー
プ
）
を

味
わ
っ
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
山

陰
地
方
で
唯
一
、
湖
南
左
道

任
實
筆
峰
農
楽
を
す
る
プ
ン

ム
ル
団
体
「
倉
吉
プ
ン
ム
ル

ノ
リ
」
と
婦
人
会
島
根
本
部

の
有
志
に
よ
る
韓
国
舞
踊
が

会
場
に
花
を
添
え
た
。

県
か
ら
来
賓
と
し
て
亀
井

一
賀
副
知
事
が
参
席
。
県
と

「
友
好
協
定
に
関
す
る
協
定

書
」
を
交
わ
し
た
江
原
道
と

の
交
流
促
進
に
意
欲
を
示
し

た
。

講
演
と
歌
謡
シ
ョ
ー

１
３
０
人
が
参
加

民
団
茨
城
本
部

【
茨
城
】
茨
城
版
韓
日
祝

祭
ハ
ン
マ
ダ
ン
と
も
い
え
る

「
日
韓
交
流
お
ま
つ
り
イ
ン

い
ば
ら
き
」
が
１０
日
、
水
戸

市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ

た
。
民
団
茨
城
本
部
（
金
桂

一
団
長
）
の
呼
び
か
け
に
１

３
０
人
が
参
加
し
た
。
半
数

は
地
域
在
住
の
日
本
人
だ
っ

た
。第

１
部
は
韓
国
通
で
知
ら

れ
る
女
優
の
黒
田
福
美
さ
ん

が
「
自
己
流
日
韓
交
流
～
そ

れ
で
も
、
私
は
あ
き
ら
め
な

い
」
と
題
し
て
講
演
。
政
治

レ
ベ
ル
で
険
悪
な
関
係
が
取

り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
な
か
、

双
方
の
庶
民
の
多
く
が
友
好

を
望
ん
で
い
る
と
指
摘
。
将

来
に
向
け
て
地
道
な
草
の
根

交
流
を
続
け
て
い
く
と
の
決

意
を
述
べ
た
。
第
２
部
で
は

韓
半
島
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
錦

野
旦
さ
ん
が
歌
謡
シ
ョ
ー
の

舞
台
に
立
ち
、
華
麗
な
ス
テ

ッ
プ
で
歌
い
踊
っ
た
。

名中支部と豊川支部の対戦から

「倉吉プンムルノリ」によるアトラクション

最後に全員で万歳を三唱

退
任
支
団
長
に

感
謝
牌
を
授
与

民
団
大
阪
光
復
節
式
典

【
大
阪
】
民
団
大
阪
本
部

（
李
元
徹
団
長
）
は
コ
ロ
ナ

感
染
で
延
期
し
て
い
た
第
７７

周
年
光
復
節
記
念
式
典
を
１４

日
、
大
阪
韓
国
人
会
館
で
開

催
し
た
。

李
団
長
は
「
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
か
ら
２
年
半
。
ど
の
よ

う
な
環
境
で
あ
っ
て
も
、
民

団
の
も
と
に
大
同
団
結
し
、

後
世
の
た
め
に
団
結
の
モ
デ

ル
を
示
し
、
次
世
代
の
手
本

と
な
る
よ
う
行
動
し
て
い
こ

う
」
と
呼
び
か
け
た
。

民
団
中
央
本
部
の
呂
健
二

団
長
は
「
大
使
、
そ
し
て
大

阪
、
福
岡
に
赴
任
し
た
新
し

い
総
領
事
は
日
本
語
が
堪

能
。
こ
れ
は
、
韓
国
政
府
が

韓
日
関
係
を
本
気
で
よ
り
よ

く
し
よ
う
と
い
う
表
れ
で
あ

り
、
民
団
も
今
ま
で
以
上
に

両
国
の
友
好
親
善
に
尽
力
し

て
い
か
な
か
れ
ば
な
ら
な

い
」と
強
い
姿
勢
を
示
し
た
。

式
典
の

後
に
４
支
部
の

退
任
支
団
長
に
感
謝
牌
が
授

与
さ
れ
た
。
今
年
１
０
０
歳

を
迎
え
た
団
員
８
人
を
代
表

し
て
鄭
龍
権
さ
ん
（
北
河
内

支
部
）
に
は
金
総
領
事
か
ら

「
長
寿
杖
」
、
李
団
長
か
ら

花
束
が
贈
ら
れ
た
。

民
団
千
葉
で
も

【
千
葉
】
民
団
千
葉
本
部

（
高
炳
佑
団
長
）
は
コ
ロ
ナ

禍
で
延
期
し
て
い
た
第
７７
周

年
光
復
節
記
念
式
典
を
９
月

２４
日
、
千
葉
市
内
の
ホ
テ
ル

で
開
催
し
た
。

高
団
長
が
挨
拶
。
大
統
領

慶
祝
辞
を
尹
徳
敏
大
使
に
代

わ
り
李
相
喜
領
事
課
長
が
代

読
し
た
。
第
２
部
時
局
講
演

会
で
は
デ
イ
リ
ー
Ｎ
Ｋ
ジ
ャ

パ
ン
の
高
英
起
編
集
長
が

「
統
一
か
分
裂
か
―
金
正
恩

体
制
と
ど
う
向
き
合
う
べ
き

か
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

【
愛
知
】
婦
人
会
愛
知
本

部
（

福
蘭
会
長
）
の
「
第

７
回
卓
球
大
会
」
が
８
日
、

名
古
屋
市
体
育
館
で
開
か

れ
、
１１
支
部
か
ら
選
手
ら
約

２
０
０
人
が
参
加
し
た
。

会
長
は
「
今
日
は
日
ご

ろ
の
練
習
成
果
を
発
揮
す
る

と
と
も
に
、
婦
人
会
の
皆
さ

ん
が
健
康
維
持
や
組
織
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
」
と
期
待
を
寄
せ

た
。朴

相

選
手
（
春
日
井
支

部
）
が
選
手
宣
誓
。
過
去
に

優
勝
経
験
の
あ
る
１
部
と
そ

う
で
な
い
２
部
に
分
か
れ
て

リ
ー
グ
戦
を
行
っ
た
。
今
年

は
３
年
ぶ
り
に
女
子
ダ
ブ
ル

ス
、
男
女
混
合
ダ
ブ
ル
ス
、

男
子
シ
ン
グ
ル
が
復
活
し
、

大
会
を
盛
り
上
げ
た
。

１
部
は
名
南
支
部
が
連

覇
、
４
回
目
の
優
勝
を
果
た

し
た
。
２
位
は
新
西
支
部
、

３
位
は
岡
崎
支
部
。
２
部
リ

ー
グ
は
豊
橋
支
部
が
初
優
勝

し
、
１
部
昇
格
へ
。
２
位
は

中
村
支
部
だ
っ
た
。

会
場
に
は
民
団
愛
知
本
部

の
河
隆
實
団
長
、
駐
名
古
屋

韓
国
総
領
事
館
の
朴
先
哲
総

領
事
、
体
育
会
中
北
本
部
の

南
茂
会
長
ら
が
応
援
に
駆
け

付
け
た
。

黒田福美さんによる講演

韓
日
交
流
促
進
へ

公
館
も
協
力
約
束

呂
健
二
団
長
と
懇
談

【
大
阪
】
民
団
中
央
本
部

の
呂
健
二
団
長
は
１４
日
、
民

団
大
阪
本
部
団
長
室
で
新
任

の
金
亨
駿
駐
大
阪
総
領
事
と

懇
談
し
た

写
真
。

席
上
、
金
総
領
事
が
「
民

間
レ
ベ
ル
で
の
韓
日
親
善
交

流
は
活
発
に
行
わ
れ
て
お

り
、
総
領
事
館
と
し

て
も
全
面
的
に
協
力

し
て
い
く
」
と
述
べ

た
の
に
対
し
、
呂
団

長
は
「
民
団
と
し
て

も
大
使
館
、
総
領
事

館
と
協
力
し
な
が
ら

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を

通
し
て
韓
日
交
流
を

進
め
て
い
く
」
と
応

え
た
。
民
団
大
阪
本

部
の
李
元
徹
団
長
も

期
待
を
表
明
し
た
。

【
愛
知
】
体
育
会
中
北
本

部
（
南
茂
会
長
）
は
９
月
２２

日
、
愛
知
、
岐
阜
、
三
重
の

各
県
に
在
住
す
る
団
員
を
対

象
に
実
施
し
た
自
由
参
加
型

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
「
フ
リ
ー

タ
イ
ム
コ
ン
ペ
」
の
集
計
結

果
を
明
ら
か
に
し
た
。

参
加
者
は
昨
年
を
上
回
る

１
６
４
人
。
優
勝
は
昨
年
同

様
、
男
子
の
部
が
金
富
夫
さ

ん（
４
６
８
点
、名
南
支
部
）、

女
子
の
部
は

福
蘭
さ
ん

（
４
０
１
点
、
名
南
支
部
）。

同
本
部
の
徐
美
也
子
副
会
長

が
１
日
、
民
団
愛
知
本
部
で

副
賞
の
商
品
券
を
手
渡
し

た
。こ

の
ほ
か
、
体
育
会
中
北

本
部
創
立
６０
周
年
を
記
念
し

て
参
加
者
全
員
に
豪
華
賞
品

が
贈
ら
れ
た
。

成績優秀者に商品券を贈呈

高
暢
隆
さ
ん
講
演

婦
人
会
京
都
研
修
会

【
京
都
】
婦
人
会
京
都
本

部（
趙
清
美
会
長
）は
１１
日
、

京
都
市
内
の
ホ
テ
ル
に
シ
テ

ィ
バ
ン
ク
（
銀
行
）
代
替
投

資
戦
略
グ
ル
ー
プ
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
統
括
責
任
者
の
経

験
を
も
つ
京
都
国
際
学
園
の

高
暢
隆
副
理
事
長
を
講
師
に

招
き
、
研
修
会
を
開
催
し

た
。高

副
理
事
長
の
オ
モ
ニ
は

婦
人
会
京
都
本
部
の
元
会

長
。
趙
会
長
は
「
オ
モ
ニ
の

精
神
を
継
ぎ
、
民
族
愛
に
富

ん
だ
自
身
の
経
験
を
通
じ
て

熱
い
心
で
語
っ
て
く
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
」
と
期
待

を
込
め
た
。

講
演
で
は
約
３０
年
間
、
海

外
で
学
び
働
い
た
経
験
を
通

じ
て
「
実
用
的
な
英
語
力
、

デ
ジ
タ
ル
能
力
、
創
造
力
が

人
生
に
必
要
で
あ
り
、
子
ど

も
た
ち
が
希
望
を
も
っ
て
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
る
手
助
け
を
す

る
こ
と
が
親
と
し
て
で
き
る

こ
と
」
と
強
調
し
た
。

鬼
室
神
社
訪
れ
る

婦
人
会
滋
賀
セ
ミ
ナ
ー

【
滋
賀
】
婦
人
会
滋
賀
本

部
（
李
美
姫
会
長
）
は
９
月

２７
日
、
百
済
ゆ
か
り
の
文
化

人
・
鬼
室
集
斯
の
墓
が
あ
る

鬼
室
神
社（
蒲
生
郡
日
野
町
）

を
訪
ね
た
。
同
本
部
「
歴
史

セ
ミ
ナ
ー
」
の
一
環
。

集
斯
は
７
世
紀
、
百
済
か

ら
亡
命
。
天
智
天
皇
か
ら
信

任
を
得
て
日
本
の
官
吏
養
成

や
近
隣
地
域
の
発
展
に
貢
献

し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
父
の

鬼
室
福
信
は
扶
余
郡
恩
山
別

神
堂
に
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
日
野
町
と
恩
山
面
は
１

９
９
０
年
に
姉
妹
結
縁
し

た
。参

加
者
は
集
斯
の
墓
に
手

を
あ
わ
せ
な
が
ら
「
渡
来
人

が
日
本
に
残
し
た
足
跡
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
」
「
勉
強

に
な
っ
た
」と
話
し
て
い
た
。

李
会
長
は
「
会
員
た
ち
が
集

え
る
場
に
な
る
よ
う
こ
れ
か

ら
も
歴
史
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
い
く
」
と
語
っ
た
。

北
送
同
胞
の
運
命

暗
示

未
完
フ
ィ
ル
ム

帰
還
船

’５９

第
一
船

東京で上映会

康
浩
郎
監
督

北
の
命
令
を
実
行

「猿蟹合戦」を韓国語寸劇で

教室受講生に晴れ舞台 提供

民
団
香
川

韓
国
文
化
交
流
発
表
会

保
護
司
と
し
て
２０
年

李
秀
夫
さ
ん
を
功
労
者
表
彰

東京・渋谷区

３年ぶり３種目復活
１１支部２００人が熱戦

婦人会愛知本部第７回卓球大会

ボ
ウ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
タ
イ
ム
コ
ン
ペ

成
績
優
秀
者
を
表
彰

体
育
会
中
北
本
部

韓
日
交
流
マ
ダ
ン

始
ま
る

第３０２３号（第３種郵便物認可）民 団 新 聞２０２２年１０月１９日（水曜日）（３）
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在
日
韓
国
人
３
世
の
女

優
、
洪
明
花（
み
ょ
ん
ふ
ぁ
）

が
代
表
を
務
め
る
「
Ｓ
Ｏ
Ｒ

Ｉ
Ｆ
Ａ
（
ソ
リ
フ
ァ
）
」
企

画
に
よ
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
公

演
「
韓
国
戯
曲
朗
読
ま
つ
り

第
１
弾
～
風
刺
コ
メ
デ
ィ

オ
・
セ
ヒ
ョ
ク
特
集
～
」

が
１１
月
７
、
８
の
２
日
間
、

東
京
の
Ｏ
Ｆ
Ｆ
・
Ｏ
Ｆ
Ｆ
シ

ア
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
。

「
韓
国
戯
曲
朗
読
ま
つ
り
」

で
は
、
韓
国
演
劇
界
の
ブ
ル

ー
チ
ッ
プ
（
有
望
株
）
と
注

目
さ
れ
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や

映
画
な
ど
で
も
活
躍
す
る
劇

作
家
、
オ
・
セ
ヒ
ョ
ク
の
風

刺
コ
メ
デ
ィ
３
本
を
上
演
す

る
。日

本
の
第
一
線
で
活
躍
す

る
３
人
の
演
出
家
と
、
ベ
テ

ラ
ン
俳
優
陣
が
韓
国
の
痛
快

風
刺
コ
メ
デ
ィ
を
描
く
。

離
れ
て
暮
ら
す
父
母
息
子

が
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
３０
万
ウ

ォ
ン
が
必
要
に
な
り
、
お
互

い
に
騙
し
合
っ
て
手
に
入
れ

よ
う
と
す
る
画
策
コ
メ
デ
ィ

の
「
ク
リ
ス
マ
ス
に
３０
万
ウ

ォ
ン
手
に
入
れ
る
方
法
」は
、

韓
国
の
低
所
得
者
層
の
生
活

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い

る
。
大
阪
弁
で
コ
ミ
カ
ル
に

演
じ
ら
れ
る
。
わ
か
さ
ぎ
ゑ

ふ
の
演
出
も
見
も
の
だ
。
み

ょ
ん
ふ
ぁ
出
演
。

捕
虜
収
容
所
で
死
刑
を
待

つ
７
人
の
捕
虜
兵
た
ち
が
、

人
生
最
後
の
冗
談
を
言
い
合

い
な
が
ら
、
最
期
を
迎
え
る

ブ
ラ
ッ
ク
コ
メ
デ
ィ
「
地
上

最
後
の
冗
談
」
は
、
コ
メ
デ

ィ
演
出
家
と
し
て
第
一
線
の

青
山
勝
が
演
出
。

劇
作
家
、清
水
邦
夫
の「
楽

屋
」に
触
発
さ
れ
た
作
家
が
、

続
編
と
し
て
執
筆
し
た
「
楽

屋
の
お
掃
除
」
は
、
閉
館
と

な
っ
た
楽
屋
を
壊
し
に
や
っ

て
き
た
解
体
屋
た
ち
と
一
人

の
女
優
の
物
語
。
社
会
派
で

名
高
い
演
出
家
、
日
澤
雄
介

が
コ
メ
デ
ィ
に
挑
戦
。
み
ょ

ん
ふ
ぁ
出
演
。

「
韓
国
戯
曲
朗
読
ま
つ
り
」

は
、
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｆ
Ａ
設
立
後

の
初
企
画
と
し
て
、
昨
年
１２

月
に
上
演
し
た
、
崔
承
喜
を

描
い
た
一
人
芝
居
「
母

Ｍ

ｙ

Ｍ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
」
（
作

・
演
出
�
鄭
義
信
）
に
続
く

企
画
作
品
。

一
人
芝
居
を
成
功
裏
に
終

え
た
み
ょ
ん
ふ
ぁ
は
、
「
在

日
と
し
て
生
き
て
き
た
私
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
は
、

日
韓
の
演
劇
交
流
だ
と
再
認

識
し
た
」
と
語
り
、
ソ
リ
フ

ァ
の
活
動
の
幅
を
広
げ
よ
う

と
今
公
演
に
至
っ
た
。
今
回

を
「
戯
曲
朗
読
ま
つ
り
」
の

第
１
弾
と
し
て
、
今
後
も
継

続
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な

韓
国
を
紹
介
し
て
い
く
予
定

だ
と
い
う
。

民
団
新
聞
の
読
者
に
向
け

て
は
「
韓
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

溢
れ
る
作
家
オ
・
セ
ヒ
ョ
ク

の
風
刺
コ
メ
デ
ィ
を
、
日
本

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
溢
れ
る
演
出

家
と
俳
優
陣
が
、
痛
快
に
描

く
。
大
い
に
笑
っ
て
、
大
い

に
考
え
る
。
そ
ん
な
時
間
を

お
届
け
し
た
い
。
ぜ
ひ
、
一

緒
に
ワ
ク
ワ
ク
し
に
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
」
と
話
す
。

チ
ケ
ッ
ト
料
金
前
売
り
・

当
日
３
０
０
０
円
。

詳
細
は
公
式
サ
イ
ト
で
確

認
。

韓
国
文
化
院
（
東
京
・
新
宿
区
）
は
、
韓
国
文
化
財

財
団
と
共
同
で
、
「
韓
国
文
化
院
×
宮
中
餅
菓
『
古
好

斎
』―
韓
国
宮
中
の
お
菓
子
を
東
京
で
味
わ
う
」を
１２
、

１３
の
２
日
間
、
同
院
サ
ラ
ン
バ
ン
で
開
催
し
た
。
同
院

が
宮
中
餅
菓
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
た
の
は
初
め
て
。
２
日
間
（
１
日
５
回
、
各
回
１０
人

参
加
）
の
募
集
人
数
は
１
０
０
人
だ
っ
た
が
、
１
週
間

の
募
集
期
間
で
約
３
０
０
件
の
応
募
が
あ
り
、
日
本
で

は
触
れ
る
機
会
の
少
な
い
宮
中
餅
菓
へ
の
関
心
の
高
さ

を
示
し
た
。

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
「
文
化

遺
産
訪
問
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

の
一
環
と
し
て
韓
国
宮
中
餅

菓
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に

実
施
さ
れ
た
。

宮
中
餅
菓
と
薬
茶
を
提
供

し
た
の
は
、
１
９
５
７
年
に

韓
国
を
訪
問
す
る
外
賓
の
た

め
の
迎
賓
館
と
し
て
建
て
ら

れ
た
「
韓
国
の
家
」
古
好
斎

（
ソ
ウ
ル
市
）
だ
。

現
在
は
韓
国
の
伝
統
文
化

と
朝
鮮
時
代
の
宮
中
料
理
を

基
本
と
す
る
韓
定
食
、
伝
統

芸
術
公
演
や
伝
統
婚
礼
な
ど

を
体
験
で
き
る
複
合
文
化
施

設
に
な
る
。
古
好
斎
は
「
古

い
も
の
が
好
き
な
人
た
ち
の

家
」
の
意
。

今
回
は
、
「
韓
国
の
家
」

で
作
っ
た
古
好
斎
の
餅
菓
、

伝
統
茶
を
は
じ
め
、
器
、
一

人
膳
（
サ
ン
）
な
ど
を
韓
国

か
ら
持
ち
込
ん
だ
。

餅
菓
は
全
６
種
。
ケ
ソ
ン

ジ
ュ
ア
ク
は
、
も
ち
米
粉
に

マ
ッ
コ
リ
を
入
れ
て
練
り
込

み
、
丸
く
成
形
し
て
油
で
揚

げ
た
も
の
。
開
城
地
方
で
よ

く
食
べ
ら
れ
て
い
た
餅
だ
。

煎
菓
は
、
イ
チ
ゴ
煎
菓
、

キ
ン
カ
ン
煎
菓
、
五
味
子
ナ

シ
煎
菓
の
３
種
。
煎
菓
は
、

本
来
は
蜂
蜜
に
漬
け
る
も
の

だ
が
、
今
は
水
あ
め
や
砂
糖

を
使
う
こ
と
も
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
栗
卵
（
栗
菓

子
）
は
、
茹
で
た
栗
を
つ
ぶ

し
、
シ
ナ
モ
ン
パ
ウ
ダ
ー
と

蜂
蜜
を
入
れ
て
練
り
混
ぜ
、

栗
の
形
に
成
形
し
た
韓
菓
、

青
太
茶
食
（
青
豆
の
ら
く
が

ん
）
は
、
炒
っ
た
青
豆
の
粉

を
蜂
蜜
で
練
り
混
ぜ
た
後
、

型
抜
き
し
た
韓
菓
だ
。
伝
統

茶
は
五
味
子
茶
と
宮
中
花
茶

が
用
意
さ
れ
た
。

サ
ラ
ン
バ
ン
で
行
わ
れ
た

試
食
で
は
、
参
加
者
は
餅
菓

の
一
品
一
品
を
味
わ
う
よ
う

に
食
し
た
。
お
互
い
に
写
真

を
撮
り
合
っ
て
い
た
の
は
、

神
奈
川
在
住
の
日
本
人
の
姉

妹
だ
。

妹
（
２５
）
に
誘
わ
れ
て
参

加
し
た
と
い
う
姉（
２９
）は
、

１０
年
前
に
韓
国
の
仁
寺
洞
で

飲
ん
だ
五
味
子
茶
の
味
が
忘

れ
な
い
と
い
う
。
「
五
味
子

茶
を
飲
ん
だ
と
き
、
本
当
に

五
つ
の
味
が
し
た
。
五
感
を

刺
激
さ
れ
た
の
は
初
め
て
」

と
話
し
た
。

妹
は
、
中
学
生
の
と
き
に

Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
に
ハ
マ
り
、
韓

国
語
を
独
学
で
勉
強
。
大
学

の
第
二
外
国
語
で
韓
国
語
を

選
択
。
同
院
の
韓
国
語
講
座

を
受
講
し
、
韓
国
舞
踊
も
習

っ
て
い
る
。
現
在
、
大
学
院

生
だ
が
「
韓
国
と
関
わ
っ
て

い
き
た
い
」と
熱
く
語
っ
た
。

会
期
中
、
同
院
ハ
ヌ
ル
庭

園
に「
韓
国
の
家
―
古
好
斎
」

体
験
フ
ォ
ト
ゾ
ー
ン
が
設
置

さ
れ
、
参
加
者
た
ち
で
に
ぎ

わ
っ
た
。

提
供
さ
れ
た
宮
中
餅
菓
と
薬
茶

１３
日
に
閉
幕
し
た
第
１
０

３
回
韓
国
国
体
蔚
山
大
会

で
、
在
日
同
胞
は
９
月
２１
日

か
ら
２５
日
ま
で
事
前
に
開
催

さ
れ
た
柔
道
で
高
校
女
子
５２

キ
ロ
級
の
許
湖
音
（
埼
玉
栄

高
校
３
年
）
が
優
勝
し
た
ほ

か
、
男
子
一
般
と
大
学
で
銅

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
い
た
。

こ
の
勢
い
に
乗
っ
て
「
海

外
同
胞
の
部
」
競
技
が
始
ま

っ
た
大
会
２
日
目
に
ボ
ウ
リ

ン
グ
女
子
個
人
戦
で
、
金
と

銀
を
獲
得
、
ス
カ
ッ
シ
ュ
と

テ
コ
ン
ド
ー
で
も
金
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
た
。

ま
た
、
３
大
会
５
年
ぶ
り

ぶ
り
の
優
勝
を
狙
う
サ
ッ
カ

ー
は
予
選
を
順
調
に
勝
ち
進

み
、
決
勝
戦
は
予
選
リ
ー
グ

で
１
―
１
で
引
き
分
け
た
在

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
同
胞
に

３
―
０
と
快
勝
し
た
。

最
終
的
に
金
７
、
銀
６
、

銅
６
個
の
合
計
１９
個
の
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
、
１８
カ
国
の
海

外
同
胞
で
競
う
「
海
外
同
胞

の
部
」
の
総
合
で
準
優
勝
と

な
っ
た
。

海
外
同
胞
の
部
総
合
優
勝

は
金
メ
ダ
ル
１２
個
を
獲
得
し

た
在
米
国
同
胞
、
３
位
は
金

メ
ダ
ル
６
個
の
在
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
同
胞
だ
っ
た
。

在
日
同
胞
選
手
団
の
孫
選

手
団
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
３

年
ぶ
り
の
韓
国
国
体
だ
っ
た

が
、
様
々
な
隘
路
を
克
服
し

な
が
ら
も
選
手
た
ち
は
ど
の

種
目
も
一
生
懸
命
、
戦
っ
て

く
れ
た
。
ゴ
ル
フ
が
不
参
加

な
が
ら
、
金
メ
ダ
ル
が
前
大

会
の
５
個
を
上
回
る
７
個

は
、
す
ば
ら
し
い
活
躍
」
と

笑
顔
を
見
せ
て
い
た
。

来
年
の
第
１
０
４
回
大
会

は
木
浦
市
を
メ
イ
ン
に
全
羅

南
道
一
円
で
開
催
さ
れ
る
。

在
日
同
胞
選
手
の
メ
ダ
ル

◆
金
（
７
）

許
湖
音
（
柔
道
高
校
女
子
５２

�
級
�
国
内
種
目
）

朴
祥
子
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
女
子

個
人
戦
）

李
�
珠（
ス
カ
ッ
シ
ュ
女
子
）

金
秀
範
（
テ
コ
ン
ド
ー
男
子

＋
８０
�
級
）

山
本
陸
人
（
テ
コ
ン
ド
ー
男

子
―
５８
�
級
）

崔
菜
月
・
咸
銀
栄
（
テ
ニ
ス

女
子
ダ
ブ
ル
ス
）

サ
ッ
カ
ー
男
子

◆
銀
（
６
）

金
賢
淑
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
女
子

個
人
戦
）

尹
準
煕
（
テ
ニ
ス
男
子
シ
ン

グ
ル
ス
）

韓
成
民
・
尹
準
煕
（
テ
ニ
ス

男
子
ダ
ブ
ル
ス
）

李
済
暉
（
テ
コ
ン
ド
ー
男
子

―
６８
�
級
）

李
仙
（
卓
球
女
子
個
人
戦
）

剣
道
団
体
戦

◆
銅
（
６
）

小
川
裕
暉
（
柔
道
一
般
男
子

９０
�
級
�
国
内
種
目
）

小
川
晟
矢
（
柔
道
大
学
男
子

８１
�
級
�
国
内
種
目
）

咸
銀
栄
（
テ
ニ
ス
女
子
シ
ン

グ
ル
ス
）

李
瑞
月
（
テ
コ
ン
ド
ー
女
子

―
５７
�
級
）

李
潤
洙（
卓
球
男
子
個
人
戦
）

朴
祥
子
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
女
子

マ
ス
タ
ー
ズ
）

テ
ニ
ス
女
子
ダ
ブ
ル
ス
で
優

勝
の
崔
菜
月（
右
）と
咸
銀
栄

宮
中
餅
菓
の
説
明
を
受
け
る
試
食
会
の
参
加
者

同
イ
ベ
ン
ト
へ
の
申
し
込

み
は
、
７０
代
か
ら
８０
代
の
夫

婦
を
は
じ
め
、
２０
代
と
５０
代

の
親
子
、
韓
日
の
友
だ
ち
同

士
な
ど
年
齢
も
さ
ま
ざ
ま
だ

っ
た
と
い
う
。
遠
方
で
は
北

海
道
か
ら
の
参
加
者
も
い

た
。同

院
、
食
文
化
担
当
の
李

睦
美
さ
ん
は
「
こ
こ
ま
で
幅

広
い
年
齢
層
が
集
ま
っ
た
イ

ベ
ン
ト
は
文
化
院
で
も
珍
し

い
」
と
い
う
。

「
韓
国
に
行
け
な
か
っ
た

こ
の
時
期
に
、
こ
う
い
う
イ

ベ
ン
ト
を
し
て
い
た
だ
い
て

嬉
し
い
」
「
Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
も

好
き
だ
が
、
韓
国
の
伝
統
文

化
に
も
関
心
が
あ
る
」
と
い

う
若
い
人
た
ち
の
声
も
あ

る
。李

さ
ん
は
「
日
本
の
方
た

ち
が
常
に
関
心
を
持
っ
て
、

あ
っ
と
い
う
間
に
応
募
数
が

上
が
っ
て
い
く
の
を
見
る
と

嬉
し
い
し
、
あ
り
が
た
い
こ

と
で
す
」
と
語
っ
た
。

オ・セヒョクさん洪明花さん

神
奈
川
韓
国
綜
合
教
育
院

（
�
恩
英
院
長
）
主
催
「
第

２０
回
神
奈
川
韓
国
語
ス
ピ
ー

チ
大
会
」
が
８
日
、
横
浜
市

の
神
奈
川
韓
国
会
館
で
開
催

さ
れ
た
。

来
賓
の
駐
横
浜
総
領
事
館

の
金
成
連
副
総
領
事
は
じ

め
、
同
院
の
�
院
長
、
民
団

神
奈
川
本
部
の
李
順
載
団

長
、
公
益
財
団
コ
リ
ア
グ
ロ

ー
バ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
ヨ
コ
ハ

マ
の
金
栄
哲
常
任
顧
問
ら
が

参
席
し
た
。

同
大
会
は
、
小
学
生
以
上

の
韓
国
語
学
習
者
を
対
象

に
、
韓
国
語
や
韓
国
文
化
に

関
連
す
る
内
容
に
つ
い
て
ス

ピ
ー
チ
す
る
も
の
で
、
１３
人

が
思
い
を
込
め
語
っ
た
。

各
賞
受
賞
者
に
は
、
来
賓

か
ら
賞
状
と
商
品
が
授
与
さ

れ
た
。

▽
大
賞
�
坂
田
梓
さ
ん

「
ゆ
っ
く
り
流
れ
る
時
間
の

な
か
で
」
、
金
賞
�
松
村
敦

季
さ
ん
「
韓
国
語
と
の
出
会

い
」
、
森
井
愛
音
さ
ん
「
タ

ト
ゥ
ー
に
対
す
る
イ
メ
ー

ジ
」
▽
銀
賞
�
村
上
緑
さ
ん

「
こ
ん
に
ち
は
。
韓
国
文

化
！
」、
飛
岡
由
美
さ
ん「
私

に
韓
国
語
を
学
ぶ
機
会
を
与

え
て
く
れ
た
Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
」

▽
銅
賞
�
寶
積
慶
尚
さ
ん

「
国
際
共
通
語
‥
Ｋ
―
Ｃ
ｕ

ｌ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
）
、
笠
チ
ュ
ー

ン
・
マ
リ
ア
さ
ん
「
私
が
好

き
な
キ
ム
チ
と
キ
ム
ジ
ャ
ン

文
化
」

大
阪
韓
国
文
化
院
は
、
２

０
３
０
年
国
際
博
覧
会
誘
致

祈
願
「
国
立
釜
山
国
楽
院
大

阪
公
演
」
を
１１
月
１１
日
、
サ

ン
ケ
イ
ホ
ー
ル
ブ
リ
ー
ゼ

（
北
区
梅
田
）
で
開
催
。
観

覧
者
を
募
っ
て
い
る
。

２
０
３
０
年
万
博
の
開
催

候
補
地
は
釜
山
（
韓
国
）
は

じ
め
、ロ
ー
マ（
イ
タ
リ
ア
）、

オ
デ
ッ
サ（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）、

リ
ヤ
ド（
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
）

の
４
都
市
。
２
０
２
３
年
６

月
に
Ｂ
Ｉ
Ｅ
（
博
覧
会
国
際

事
務
局
）
加
盟
国
の
投
票
に

よ
っ
て
、
最
終
的
な
開
催
地

が
決
ま
る
予
定
だ
。

同
公
演
は
、
釜
山
誘
致
へ

の
願
い
を
込
め
て
開
か
れ

る
。
国
立
釜
山
国
楽
院
は
釜

山
市
と
慶
尚
道
地
域
の
伝
統

公
演
芸
術
を
継
承
・
発
展
さ

せ
る
た
め
、
２
０
０
８
年
１０

月
に
開
院
し
た
。

公
演
、
教
育
、
研
究
を
総

括
す
る
複
合
機
能
の
国
立
文

化
芸
術
機
関
と
し
て
、
伝
統

公
演
芸
術
の
素
晴
ら
し
さ
を

同
地
域
か
ら
全
世
界
へ
発
信

し
、
地
域
文
化
の
発
展
に
寄

与
し
て
き
た
。

当
日
は
、
宮
廷
舞
踊
「
處

容
舞
」
、
民
俗
舞
踊
「
東
萊

鶴
舞
」「
扇
の
舞
」、
民
俗
演

戯「
三
道
風
物
加
楽
」な
ど
、

国
立
釜
山
国
楽
院
に
よ
る
優

雅
で
あ
り
な
が
ら
壮
大
な
韓

国
伝
統
芸
術
が
披
露
さ
れ

る
。観

覧
希
望
者
は
、
大
阪
韓

国
文
化
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Ｅ
メ
ー
ル
（osaka@

k–
culture.jp

）、
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０

６
・
６
２
９
２
・
８
７
６
８
）

か
ら
事
前
申
し
込
み
（
抽
選

制
）
。
電
話
で
の
申
し
込
み

は
受
け
付
け
な
い
。
３１
日
締

め
切
り
。

宮廷舞踊「處容舞」（国立釜山国楽院提供）

韓
国
映
画
を
通
じ
て
韓
国

の
映
像
文
化
の
魅
力
と
と
も

に
、
韓
国
の
多
様
な
文
化
や

社
会
な
ど
を
広
く
紹
介
す
る

韓
国
映
画
祭
「
コ
リ
ア
ン
・

シ
ネ
マ
・
ウ
ィ
ー
ク
２
０
２

２
」
が
３１
日
か
ら
１１
月
３
日

ま
で
、
オ
フ
ラ
イ
ン
（
韓
国

文
化
院
ハ
ン
マ
ダ
ン
ホ
ー

ル
）
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施

さ
れ
る
。

今
年
の
映
画
祭
で
は
、
日

本
全
国
の
韓
国
映
画
フ
ァ
ン

に
、
新
作
の
韓
国
映
画
を
楽

し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
３
年

ぶ
り
と
な
る
オ
フ
ラ
イ
ン
上

映
と
と
も
に
、
昨
年
に
続
き

オ
ン
ラ
イ
ン
上
映
を
併
せ

た
、
映
画
祭
で
は
初
と
な
る

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
形
式
で
行

う
。上

映
作
品
は
、
ベ
テ
ラ
ン

俳
優
の
ナ
・
ム
ニ
と
本
作
が

映
画
デ
ビ
ュ
ー
と
な
る
チ
ェ

・
ウ
ソ
ン
が
出
演
す
る
感
動

作
品
「
ル
ー
ム
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
」
、
昨
年
の
釜
山
国
際
映

画
祭
で
、
初
出
演
と
な
る
本

作
で
「
今
年
の
俳
優
賞
」
を

受
賞
し
、
一
躍
注
目
を
浴
び

て
い
る
ク
ォ
ン
・
ダ
ハ
ム
出

演
「
そ
の
冬
、
私
は
」
。
今

年
３
月
に
開
催
さ
れ
た
大
阪

ア
ジ
ア
ン
映
画
祭
で
グ
ラ
ン

プ
リ
を
受
賞
し
た
注
目
作
品

「
お
ひ
と
り
ま
さ
ま
族
」
、

人
間
の
生
と
死
を
テ
ー
マ

に
、
少
女
と
ホ
ス
ピ
ス
病
棟

の
患
者
た
ち
の
触
れ
合
い
を

描
い
た「
ア
ン
ニ
ョ
ン
へ
ヨ
」

の
最
新
の
４
作
。

観
覧
希
望
者
は
、
同
院
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込

み
。
観
覧
無
料
。
２３
日
締
め

切
り
。
詳
細
は
同
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
。

入
賞
者
に
賞
品
と
賞
状
を
授

与
す
る
金
栄
哲
常
任
顧
問

１１００００
人人
がが
伝伝
統統
のの
味味
をを
楽楽
しし
むむ

韓国文化院

韓韓国国宮宮中中のの餅餅菓菓、、東東京京でで

幅
広
い
年
齢
層
が
関
心

韓韓
国国
戯戯
曲曲
朗朗
読読
まま
つつ
りり
第第
１１
弾弾

オ・セヒョクを特集

風刺コメディ３本
洪明花代表のＳＯＲＩＦＡ

韓国国体
海外同胞の部

在
日
同
胞

１９
個
の
メ
ダ
ル
獲
得

ササ
�
カカ
�
５５
年年
ぶぶ
りり
金金

神奈川韓国語スピーチ大会

１３人が思い込め発表
２
０
３
０
年
万
博
誘
致
願
い

釜
山
国
楽
院
が
大
阪
で
公
演

来月

コリアン・シネマ・ウィーク

ハイブリッドで上映

韓国文化院 ３１日～１１月３日

（４）２０２２年１０月１９日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第３０２３号


